
５月1 4 日のＫＦＳマンスリーサロン
には、神戸そごう人事部アドバイザー
の森朱美さんに御登場いただいた。森
さんは宝塚音楽学校で１年間修業され
たが健康を害され、しばらく休憩のの
ちそごう百貨店にモデルとして入ら
れ、その後、販売の分野で御苦労、御
研究を重ねられた。大阪の万国博覧会
では繊維館のスーパーヴァイザーを勤
められ、またポートピア' 8 1 では皇族
の方たちを接待された経歴もお持ちで
ある。今回は“魅力ある接客”をテー
マにお話いただいた。
森さんは、会員に色, 々な質問をさ
れ、会員が気さくに答えると、「今日
は楽しい会になりそう」と、ニッコリ
笑われた。販売の仕事をしていて楽し
いのは相手の反応があるとき。そうい
う意味で、気さくに答えが返ってきた
この日の会が楽しいものになりそうだ
と言われたのだ。森さんは終始にこや
かにジェスチャーたつぶりに語りかけ
られ、会員もそれに応じて、会は対話
のある楽しいものとなった。
森さんは「もっと」という心を大切

コウベファッションソサエティ
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●新入会員紹介
高橋登起子さん
西宮市塩瀬町名塩1 0 4 7
ドライフラヮーのデザイン
をしながら、同人誌「随筆
神戸」の編集に参加してい
ます。デザインする素材
は、私の育てた花達で、ド
ライした花のひそやかな色
あいを、ブーケやリースに
編むと、黙したファンター
クます。個展の予定がある

☆神戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

＜神戸のファッション都市化をめざす＞ 7 3欝駕噸雪隠劉弱L…

にして、魅力ある店づくりを、といわ
れる。魅力とは、もう一度という気持
を起こさせること。それには印象と、
「らしさ」が大切と強調。またデパー
トが一番こわいのは専門店で、それは
客とのふれあいがあるからだ。森さん
は近所の、子供とばかり話をする変わ
ったあらもの屋のエピソードを紹介
し、お客との心のふれあいの大切さを
説明された。そして「接客で一番大事
なのは笑顔です」とニッコリ。
さらにはお客が心を動かさないとき

はこちらから心を動かすとむこうも動
くなど、現場での経験から得られたい
くつもの秘訣を披露。そして自分の仕
事にプライドをもつことの大切さを、
陶器売場に配置換えされたときの自分
の体験をもとにして話され、皆に感銘
を与えられた。森さんは最後にその場
で、若い女性会員の母親の服の好みを
当てるというデモンストレーションで
長い接客経験で培われた人を見る力の
片鱗を見せられた。「関心をもてばも
つほど人生が楽しくなる」森さんは印
象深い言葉で話をしめくくられた。

リ
ル
は
か
て
評
口
。
甲
義
あ

７
シ
ネ
ー
く
い
術
エ
リ
六
談
、

隣
”
パ
ラ
し
お
美
の
よ
、
ス
に

西
る
る
ネ
楽
に
、
で
時
て
ロ
ン

所
売
よ
パ
。
ス
た
ん
７
ね
エ
ロ

ン
嘩
起
詐
説
誠
唖
や
極
麺
確
麺
他
↓

口
ｊ
時
央
し
会
ま
し
。
一
に
ん
日
涼
し
り

峰
》
開
》
》
壁
銅
》
》
吋
卦
》
》
》
》
》
》
訓

ス
カ
金
労
や
り
ン
ず
い
ス
山
に
山
義
の
で
月
だ

蝋
熟
議
癖

・５月マンスリーサロン< 売る> シリーズ

いちばん大事なのは…
と、にっこり－魅力ある接客

森朱美(神戸そごう人事部ｱドパｲザー）

ジックなただよいがあります。個展の予定がある
ため、毎日花を摘み集める作業をしています。
●ＫＦＳ総会のお知らせ－７月1 6 日午後７時よ
り北野ヒルハウスにて。多数ご参加ください。
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》
心
に
海
を
も
つ

謡
男
た
ち
へ

Ｓ叫
林
彼
樹
緬
議
嬢
作
蕊
協
会
会
長
》

結
婚
式
場
と
宴
会
場
を
も
つ
北
京
料
理
店
の
専
務
、
つ
ま
り
私

の
こ
と
で
す
が
、
仕
事
柄
夏
冬
を
通
し
て
い
つ
も
ネ
ク
タ
イ
と
ダ

ー
ク
。
ス
リ
ー
・
ピ
ー
ス
姿
で
あ
る
。
こ
れ
を
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

と
し
て
、
ひ
と
目
で
「
あ
奥
／
神
戸
飯
店
の
専
務
だ
／
、
」
と
分
る

様
に
…
。
こ
れ
が
当
っ
て
か
、
仕
事
上
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
。

窮
屈
に
思
っ
て
い
た
ネ
ク
タ
イ
も
こ
れ
が
な
く
て
は
、
仕
事
に
専

念
出
来
な
い
程
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
服
装
は
そ
の
着
る
人
間

性
を
か
え
る
。
」
と
言
わ
れ
る
通
り
、
ス
ー
ツ
を
着
て
初
め
て
結

婚
式
場
の
専
務
と
い
う
職
に
相
応
し
い
と
今
は
考
え
て
い
る
。

梅
雨
期
に
な
る
と
体
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
う
ず
き
だ
す
。
特
に
胸

と
す
ね
か
ら
で
あ
る
。
何
事
か
と
不
思
議
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
私
に
は
分
る
／
、
そ
う
／
・
南
の
島
々
が
、
そ
し
て
海
が
、
私
を

呼
ん
で
い
る
の
で
す
。
（
神
経
性
湿
疹
が
出
来
る
と
海
が
招
い
て

い
る
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
）
。
し
か
し
、
ま
さ
し
く
海
に
い
く
と

治
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
仕
事
に
普
段
以
上
の
熱

が
入
る
が
、
頭
は
す
で
に
南
の
海
で
い
っ
ぱ
い
。
わ
ず
か
な
時
間

を
さ
い
て
我
が
愛
艇
「
モ
ー
ピ
ィ
・
デ
ィ
ッ
ク
」
に
乗
り
込
み
、

準
備
が
始
ま
る
。
エ
ン
ジ
ン
・
ル
ー
ム
で
作
業
中
の
姿
は
、
誰
も

想
像
が
つ
か
な
い
だ
ろ
う
／
、
こ
の
作
業
こ
そ
最
も
大
切
だ
。
（
エ

ン
ジ
ン
が
止
ま
れ
ば
船
は
漂
流
あ
る
の
み
／
）
そ
ん
な
訳
で
、
オ

イ
ル
に
ま
み
れ
た
姿
の
方
が
多
く
、
こ
れ
が
私
に
は
人
目
も
気
に

せ
ず
、
の
ん
び
り
と
楽
し
く
過
せ
る
ひ
と
と
き
で
も
あ
る
。

イ
ザ
ノ
出
航
と
な
る
と
乗
組
員
の
こ
と
や
ら
安
全
航
海
に
常
に

気
を
く
ば
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
一
船
の
船
長
の
つ
と

め
と
本
に
書
い
て
あ
る
。
ま
た
本
船
な
み
の
Ｗ
ス
ー
ツ
に
金
モ
ー

ル
。
船
長
の
お
馴
染
み
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
ス
ー
ツ
は
入
港
の

後
、
夕
陽
を
背
に
し
て
グ
ラ
ス
を
か
た
む
け
る
楽
し
い
船
上
パ
ー

テ
ィ
用
に
と
っ
て
い
る
。
船
で
の
服
装
は
意
外
に
む
ず
か
し
い
。

ハ
イ
ヒ
ー
ル
や
ら
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
、
ま
た
ス
リ
ム
な
ジ
ー
ン
ズ

も
よ
く
な
い
。
ま
ず
は
デ
ッ
キ
シ
ュ
ー
ズ
、
そ
し
て
紫
外
線
の
多

い
海
で
は
サ
ン
グ
ラ
ス
に
長
袖
が
好
ま
し
い
。
何
と
言
っ
て
も
肌

ざ
わ
り
の
良
い
自
然
素
材
の
動
き
易
い
も
の
を
私
は
愛
用
し
て
い

る
。
見
た
眼
だ
け
で
な
く
、
機
能
性
に
富
む
も
の
こ
そ
、
本
当
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
で
は
な
か
ろ
う
か
…
…
。

、一

ＧＥＮＴＪＷＯＵ
南
欧
の
ニ
ュ
Ｌ
ブ
ラ
ン
ド
．
ロ
ｉ
レ
ル
ク
ラ
ブ
。
写
真
右
か
ら
ボ
ク
シ
ー
シ
ャ
ッ
９
，
５
０
０

円
、
ス
タ
ン
ド
カ
ラ
ー
シ
ャ
ッ
９
，
８
０
０
円
、
ス
ト
ラ
イ
プ
シ
ャ
ツ
Ｂ
、
３
０
０
円
、
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
－
６
，
０
０
０
円
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ッ
ワ
、
８
０
０
円
、
パ
ン
ッ
ヮ
、
Ｂ
Ｏ
Ｏ
円
、

Ｅ＝
●
男
が
装
い
に
こ
だ
わ
る
時
く
そ
の

ヤ
ヶ
ッ
ト
ー
６
，
０
０
０
円
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ッ
ワ
、
８
０
０
円
、
パ
ン
ツ
７
，
８
０
０
円
雫

帽
子
ｏ
第
８
０
０
円
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●ＧＥＮＴＨＯＵＳＥからのメッセージ

鍵 目南欧のニューブランド

LAURELCLUB
ゼントハウス５Ｆ･ ウィークエンドﾌ ﾛ ｱ

この夏、ヤングアダルトのファッシ
ヨンはマリン感覚が主流に。海を愛す
る男たちは、ウェアを着るシーンを楽
しむことができる。年齢を超越したそ
の着こなしt こそ、ゼントルマンたちの
長年培ってきた哲学といえる。いま、
そんな提案をこめて、南欧のニューブ
ランド「ローレルクラフコがゼントハ
ウスに上陸。またひとつ、男の装う楽
しみが加わった。真夏の午後、潮風の
中でのクルージングにはブライトなカ
ラーが映える．そして夜、クラプライ
フで過ごす時間は華やかに演出したい。
ヨットクラプを舞台に、豊かにいきづ
くダンディズムを；・ローレルクラブ: 】
I ま現在の感性で表現しました。

男の装い・男の愉しみ

S ＡN N O M m ﾍ . ＫＯＢＥ

〒6 5 O 神戸市中央区三宮町１丁目５番1 6 号
壷078(391)7851
粒藁1J,ﾔ皿Ⅱ10:00～剛7:0０

イングランドEパブ“ＨＵＢ‘’
営累時伽A j I 8 : ００～剛１１ｍ

シューズライフプラザ
ピツグウオーカー

営巣時間ANlO:00~瓢7:0０

h器1ｔ

沖細への航海を真近にひかえた「モーピィ・ディック号」にて。「海を愛
する男」林さんにはローレルクラプの白いボクシーシャツがぴったり

翻騨錨．
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☆
第
２
回
関
西
ア
マ
チ
ュ
ア

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
８
日
（
日
）
１
時
神
戸
国
際
会

議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
ー
２
０
０
円

出
演
／
大
器
晩
成
会
、
明
石
メ
イ
ト
・
ジ

ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ペ
ネ
ロ
ー
プ
、

ク
イ
ー
ン
・
ジ
キ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
他

ゲ
ス
ト
／
北
野
タ
ダ
オ
と
ア
ロ
ー
・
ジ
ャ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

関
西
で
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ

ア
の
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
が
集
ま

っ
て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
す
る
。
参
加
バ
ン
ド
は
、

神
戸
、
明
石
、
西
宮
、
大
阪
、

大
津
な
ど
、
各
地
の
社
会
人
に

よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
で
・

各
バ
ン
ド
と
も
練
習
時
間
や
場

所
、
楽
譜
の
入
手
、
指
導
者
、

発
表
の
機
会
な
ど
多
く
の
問
題

を
抱
え
な
が
ら
活
動
し
て
お
り

各
バ
ン
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
、
諸
問
題
の
解

決
、
レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
を
計
ろ

う
と
昨
年
か
ら
開
催
。

１
１３６
１

薗
誉
※

☆
第
９
回
を
迎
え
た

ジ
ャ
ズ
。
イ
ン
・
コ
ウ
ベ

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
３
０
０
０
円
Ａ

出
演
／
北
村
英
治
オ
ｉ
ル
ス
タ
ー
ズ
、
薗

ン
デ
イ
浅
田
、
タ
イ
ム
フ
ァ
イ
プ
、
安
藤

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
ジ

ャ
ズ
・
イ
ン
・
コ
ウ
ベ
。
最
近

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
古
き
良
き
時

代
の
ジ
ャ
ズ
が
新
た
に
認
識
さ

れ
て
い
る
が
、
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン

・
コ
ウ
ベ
も
、
〃
い
ま
、
再
び

ス
ウ
ィ
ン
グ
を
…
…
〃
を
テ
ー

マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ロ
ム
を
組
ん

で
お
り
、
日
本
の
ス
イ
ン
グ
王

と
呼
ば
れ
る
北
村
英
治
が
率
い

る
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
ハ
ッ
ピ

ー
な
ス
テ
ー
ジ
が
期
待
さ
れ
て

昨
年
は
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
バ
ー
ク
レ

ー
校
の
ジ
ャ
ズ
・
ア
ン
サ
ン
ブ

地
元
神
戸
か
ら
は
、
サ
ン
ト

ノ
ー
レ
北
野
店
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
安
藤
義
則
さ
ん
を
リ
ー
ダ

ー
と
す
る
ソ
ウ
ル
・
ス
ピ
リ
ッ

ッ
塊
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ソ 北村英治

ネ
」
の
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
を
中
心

に
し
た
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・

バ
ン
ド
が
出
演
す
る
。

☆
小
倉
直
子

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

７
月
理
日
（
木
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
－
０
０
０
円

昨
年
９
月
、
大
阪
・
毎
日
ホ

ー
ル
で
開
い
た
デ
ビ
ュ
ー
・
リ

サ
イ
タ
ル
の
成
果
に
よ
っ
て
、

今
年
２
月
、
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン

ズ
・
ク
ラ
ブ
の
「
１
９
８
１
年

度
ラ
イ
オ
ン
ズ
音
楽
賞
」
を
受

け
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
小
倉
直
子

の
受
賞
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
。

彼
女
は
、
桐
朋
学
園
大
学
音

楽
学
部
ピ
ア
ノ
科
卒
業
後
、
渡

仏
し
、
パ
リ
・
エ
コ
ー
ル
・
ノ

ル
マ
ル
音
楽
院
に
学
び
、
最
近

は
パ
リ
、
そ
の
他
の
フ
ラ
ン
ス

国
内
各
地
で
独
奏
会
、
室
内
楽

演
奏
会
等
を
開
催
し
て
好
評
を

得
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
シ
ョ
パ
ン
「
ソ
ナ
タ
第
３

番
ハ
長
調
作
品
２
ノ
３
」
リ
ス
ト
「
コ
ン

ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
第
３
番
変
一
一
長
調
」
「
超

絶
疲
巧
練
習
曲
第
、
番
へ
短
調
」
他
。

ま
た
、
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
の

後
．
８
月
型
日
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー

ル
、
９
月
必
日
東
京
第
一
生
命

ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

大器晩成会

小倉直子

霞

稀
‐
宮
搾

☆
初
来
日
国
立
モ
ス
ク
ワ

児
童
音
楽
劇
場

８
月
８
日
（
日
）
①
２
時
②
６
時

姫
路
重
入
化
セ
ン
タ
ー

８
月
、
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時
半

神
戸
国
際
会
館

民
音
／
会
員
大
人
４
２
５
０
０
円
小
人

・
１
６
０
０
円
一
般
大
人
・
２
８
０
０

円
小
人
・
１
９
０
０
円

〃
世
界
の
児
童
劇
の
母
″
と
呼

ば
れ
て
い
る
ナ
タ
ー
リ
ヤ
・
サ

ー
ッ
女
史
が
率
い
る
「
国
立
モ

ス
ク
ワ
児
童
音
楽
劇
場
」
総
勢

如
名
が
初
来
日
す
る
。

ル
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
成
功
を

収
め
た
。
今
回
は
〃
ア
ロ
ー
〃

を
ゲ
ス
ト
に
手
づ
く
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
る
。

“
畦
癖
誕
幡
岨
》
演
劇

蕊

畠蕊
｢ ピノキオ」より

同
劇
場
の
、
大
人
の
俳
優
が

子
供
の
た
め
に
演
ず
る
夢
の
音

楽
劇
は
児
童
音
楽
劇
と
し
て
世

界
の
最
高
水
準
を
誇
り
、
そ
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
母
性
愛
あ

ふ
れ
る
サ
ー
ッ
女
史
の
演
出
が

細
部
に
ま
で
行
き
届
い
た
優
れ

た
作
品
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今

回
の
プ
画
グ
ラ
ム
も
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
で
子
供
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い

る
も
の
で
組
ま
れ
て
い
る
。

, …器錘
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Ⅵ1 男￥

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
バ
レ
エ
「
お
だ
ん
ご
パ

ン
」
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
（
「
ピ
ノ
キ
オ
」

「
四
羽
の
白
鳥
の
踊
り
」
「
ひ
と
り
ず
も

う
」
「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」
の
ほ
か
、
ソ

連
の
歌
、
ロ
シ
ア
民
謡
、
日
本
の
歌
な
ど
）

☆
劇
団
転
形
劇
場
特
別
公
演

「
小
町
風
伝
」

貧
し
い
ア
パ
ー
ト
の
一
室
に

一
人
で
生
き
る
、
あ
る
老
女
の

幻
想
と
現
実
の
交
錯
す
る
一
日

１
節
１
回
国
際
演
劇
祭
参
加

作
品
「
小
町
風
伝
」
が
、
７
月

的
日
（
木
）
鋤
日
（
金
）
両
日

午
後
７
時
釦
分
か
ら
芦
屋
ル
ナ

ホ
ー
ル
で
劇
団
転
形
劇
場
に
よ

っ
て
公
演
さ
れ
る
。
同
作
品
は

第
鋤
回
岸
田
戯
曲
賞
を
受
賞
、

蕊議舞

★
国
娘
秀
淳
／
筆
の
世
界
☆
転
形
劇
場
公
演
「
小
町
風
伝
」

国
《
曇
悪
窯
謹
壱
常
議
奮
塞
畔
（
”

★
岡
山
大
学
コ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
ス
売
・
２
３
０
０
円
）

☆
第
９
回
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン
・
コ
ゥ
ベ
”
癖
一
霊
》
鰯
‐
榊
勇
化
大
ホ
‐
熟
娼
簿
護
噌
葬
ヤ
ッ
フ
ル
』

３
日
（
土
）
①
２
時
半
②
６
時
半
ル
４
０
０
円
「
将
軍
が
目
醒
め
た
時
」

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
３
０
０
０
円
★
神
戸
中
央
合
唱
団
釦
日
（
金
）
６
時
妬
分
証
日
（
土
）

Ａ
・
２
５
０
０
円
Ｂ
・
２
０
０
０
円
氾
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
階

状
龍
《
財
》
》
嘩
今
帳
雨
国
際
会
館
》
恥
《
》
『
心
軒
ノ
御
託
淘
帖
抑
ホ
ー
寺
》
御
一
剥
叩
の
浄
諦
密
葬
》
》
副
弔

Ａ
・
３
０
０
０
円
Ｂ
・
２
５
０
０
円
ル
ー
０
０
０
円
型
日
（
水
）
Ｉ
塑
日
（
日
）
２
時
半
．

Ｃ
・
２
０
０
０
円
☆
ト
ミ
ー
・
フ
ラ
ナ
ガ
ン
・
ト
リ
オ
６
時
半
念
ｌ
唾
日
は
夜
の
み
、
鵡
日

☆
研
ナ
オ
コ

”
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
昼
は
の
み
）
２
８
０
０
円
（
前
売
２
５

６
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
－
ル
Ｓ
・
３
０
０
０
円
Ａ
・
２
７
０
０
円
）
元
町
風
月
堂
ホ
ー
ル

戦
誌
馴
．
職
噛
謹
蝿
繍
恕
…

場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
Ｓ
・
５
０
０
０
円

☆
市
民
映
画
劇
場

群
肺
鼎
榔
嘘
鵬
醐
蝿
”
娠
却
、
一
演
劇
贈
渓
潔
諦
謹
時
半

面
日
（
土
）
２
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

０
０
０
円
Ｃ
・
２
０
０
０
円

ｌ
ル
会
員
・
５
０
０
円
一
般
・
６

出
演
／
イ
エ
ル
ク
・
バ
ウ
マ
ン
（
チ
ェ
★
徐
兄
弟
の
母
、
呉
己
順
さ
ん
の
生
涯
０
０
円

岬
』
螺
鞠
蝋
鐸
削
撒
悟
蝿
峨
瀧
概
誠
一
撫
蝿
撫
蝋
棚
瀞
継
手
臼
（
日
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
指
揮
・
小
松
円
一
般
・
２
４
０
０
円
７
月
加
日
（
火
）
’
８
月
８
日
（
日
）

一
彦
）

出
演
／
北
林
谷
栄
、
米
倉
斉
加
年
ほ
か
１
日
３
回
上
映
１
５
０
０
円
月
休

小町風伝の舞台から

す
で
に
各
紙
誌
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。
太
田
省
吾
作
。

演
出
の
舞
台
が
ど
う
展
開
さ
れ

る
か
、
大
い
に
期
待
で
き
る
。
出

演
・
佐
藤
和
代
、
品
川
徹
ほ
か

…
；

前
売
２
０
０
０
円
、
当
日
２
３
０
０
円

連
絡
先
／
麓
０
６
（
９
６
１
）
４
８
９
５

太
田
省
吾
略
歴
／
１
９
３
９
年
中
国
済

南
市
生
。
７
０
年
よ
り
転
形
劇
場
を
主

宰
。
７
８
年
「
小
町
風
伝
」
の
公
演
に
よ

り
一
躍
そ
の
存
在
を
注
目
さ
れ
る
。
副

年
皿
月
、
ロ
ン
ド
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
公
演
し
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

捌

国蕊？

舞
踊

忽
※
．

☆
県
立
近
代
美
術
館

県
展
（
７
部
門
公
募
入
賞
作
品
展
）

７
／
型
１
８
／
躯

☆
エ
ン
バ
中
国
近
代
美
術
館

卵
胎
の
す
べ
て
６
／
２
１
８
／
妬

☆
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

花
と
女
性
と
・
・
・
…
７
／
皿
１
７
／
皿

☆
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
洋
画
小
品
展
６
／
型
１
７
／
５

日
本
画
巨
匠
に
よ
る
Ｅ
碓
準
１
７
／
塑

少
女
展
７
／
釦
１
８
／
２

★
そ
ご
う
美
術
画
廊

古
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
ｌ
日
本
刀
剣
展

７
／
８
１
７
／
皿

現
代
人
気
作
家
版
画
嘘
／
超
１
７
／
型

山
本
彪
薪
播
彩
展
：

７
／
理
１
７
／
配

☆
大
丸
美
術
画
廊

矢
野
坦
ガ
ラ
ス
展
６
／
鋤
１
７
／
６

福
奉
挙
錘
巨
匠
絵
画
函
／
８
１
７
／
皿

７
／
ｕ
Ｉ
７
／
加

清
虹
会
展
７
／
幻
１
７
／
幻

一
谷
旭
ガ
ラ
ス
エ
芸
展７

／
鋼
１
８
／
３

☆
住
吉
倶
楽
部

田
島
征
三
版
画
と
絵
球
錘
型
１
８
／
１

☆
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
タ
ピ
エ
ス

一
九
八
二
儒
画
フ
ェ
ア８／

１
１
８
／
８

１
１３７
１

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
記
念

東
京
バ
レ
エ
団

「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」

７
月
配
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
民
音
／
会
員
Ａ
・
３
０
０
０
円

Ｂ
・
２
５
０
０
円
一
般
Ａ
・
３
８
０
０

円
Ｂ
・
３
０
０
０
円

「
白
鳥
の
湖
」
「
眠
れ
る
森
の

美
女
」
と
並
ぶ
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
三
大
バ
レ
エ
の
ひ
と
つ

「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」
を
、
数

多
く
海
外
で
公
減
し
、
最
も
得

意
と
す
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

記
念
東
京
バ
レ
エ
団
の
公
演
。

ミ
ラ
ノ
・
ス
カ
ラ
座
で
伽
年
間

装
置
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
界

の
ト
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ニ
コ

ラ
・
ベ
ノ
ワ
が
美
術
を
担
当
し

て
、
夢
と
ロ
マ
ン
の
世
界
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。
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映
画
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
ん
ど
ハ
ン
ガ

リ
ー
映
画
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
」
（
一
九
七
七
年
度
作
品
）
が
見
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
映
画
と
い
え
ば
ヤ
ン
チ
ョ
ー
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
監

督
の
「
密
告
の
砦
」
（
一
九
六
五
）
と
ラ
ノ
ー
デ
ィ
・
ラ
ー
ス
ロ

ー
監
督
の
「
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
チ
ェ
レ
」
（
一
九
七
六
）
を

見
た
。戦

前
は
る
か
以
前
に
は
パ
ウ
ル
・
フ
ェ
ョ
ス
監
督
の
「
春
の

し
ゅ
う
う

醗
雨
」
（
一
九
一
一
一
二
）
と
い
う
実
に
や
さ
し
く
可
愛
い
映
画
が
あ

っ
た
。
男
に
だ
ま
さ
れ
て
女
の
子
を
産
ん
だ
母
が
死
に
、
や
が
て

そ
の
子
が
娘
に
な
り
、
ま
た
男
の
誘
い
に
の
っ
て
だ
ま
さ
れ
そ
う

に
な
る
。
天
国
か
ら
こ
れ
を
見
下
ろ
し
た
母
が
、
娘
の
危
険
を
知

っ
て
空
か
ら
夕
立
ち
を
降
ら
し
娘
の
危
険
を
救
っ
て
や
る
。

と
こ
ろ
が
「
密
告
の
砦
」
「
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
チ
ェ
レ
」

は
、
も
う
そ
の
ほ
ほ
え
み
は
失
せ
、
い
か
に
も
き
び
し
く
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
映
画
が
こ
の
よ
う
に
姿
を
変
え
た
こ
と
に
い
さ
さ
か
さ
び

し
く
も
な
っ
た
。

そ
こ
へ
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
」
が
訪
れ
て
き
た
。
一
九
四
二
年
の

戦
時
下
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
田
舎
か
ら
四
組
の
夫
婦
と
二
人

の
独
身
も
の
が
、
同
盟
国
ド
イ
ツ
の
農
場
に
列
車
に
乗
っ
て
出
か

せ
ぎ
に
来
る
。
く
に
の
報
酬
の
二
倍
と
い
う
こ
と
で
腰
を
上
げ

た
。
彼
ら
は
ま
だ
海
を
見
た
こ
と
が
な
く
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
っ
て
軍

人
な
ん
だ
ろ
う
…
と
い
う
始
末
。

農
場
の
持
ち
主
は
ド
イ
ツ
人
だ
が
支
配
者
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
。

だ
か
ら
労
働
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
蒔
き
か
ら
秋
の
収
穫
ま
で
）
は

マ
》
ン
ヤ
ー
ル
の

》
』
》
」
ラ
ハ
》

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ぱ
つ
く
●き

び
し
か
っ
た
が
ま
た
や
さ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
の
出
か

せ
ぎ
連
中
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
追
放
の
集
団
家
族
が
こ
の
農
場
に
移

さ
れ
て
き
た
そ
の
み
じ
め
さ
を
見
た
。
赤
ん
坊
が
泣
い
て
い
る
が

ミ
ル
ク
が
な
い
。
出
か
せ
ぎ
夫
婦
の
妻
君
が
そ
－
つ
と
夜
に
ミ
ル

ク
を
持
っ
て
い
っ
て
や
っ
た
。
す
る
と
そ
の
赤
ん
坊
の
母
は
タ
バ

コ
を
差
し
出
し
た
。
ま
た
あ
る
日
、
ロ
シ
ア
人
の
捕
虜
が
行
進
し

な
が
ら
こ
の
農
場
に
来
る
。
そ
の
行
進
の
最
後
の
二
人
が
疲
れ
き

っ
て
倒
れ
て
動
か
な
く
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
兵
は
少
年
兵
に
あ
の
二

人
を
射
ち
殺
せ
と
命
令
し
た
。
し
か
し
少
年
兵
は
そ
れ
を
嫌
が
っ

て
逃
げ
た
。
ド
イ
ツ
兵
は
そ
の
少
年
兵
を
射
殺
し
た
。
さ
ら
に
倒

れ
て
い
る
二
人
の
ロ
シ
ア
人
を
も
射
殺
し
て
し
ま
う
。

出
か
せ
ぎ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
た
ち
は
声
も
な
く
立
ち
す
く
む
。
日

曜
日
に
彼
ら
は
農
場
主
に
つ
れ
ら
れ
て
ル
ー
ア
ン
の
街
ま
で
一
泊

旅
行
に
出
た
。
ル
ー
ア
ン
の
街
に
は
立
派
な
教
会
が
あ
っ
た
。
出

か
せ
ぎ
人
の
夫
婦
は
感
動
し
て
神
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
い
た
。
心
か

ら
祈
っ
た
。
や
が
て
・
：
農
場
の
秋
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
と
り
入
れ
に

忙
し
い
。
何
箱
も
何
箱
も
収
穫
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
箱
を
積
む
。
突

如
、
上
空
に
連
合
軍
の
戦
闘
機
が
。
こ
れ
に
ド
イ
ツ
軍
の
戦
闘
機

が
攻
撃
を
始
め
る
。
〃
ド
イ
ツ
は
負
け
る
だ
ろ
う
″
〃
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
組
む
か
ら
だ
よ
〃
。
し
か
し
そ
う
話
し
合
う
出
か
せ
ぎ
の
男
た

ち
の
妻
君
の
ほ
ほ
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
の
そ
の
勘
定
で
、
そ
れ
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;識:鍵

の
監
督
）
の
質
の
ゆ
た
か
さ
が
私
た
ち

反
省
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
は

が
人
を
殺
す
こ
と
の
こ
わ
さ
、
ポ
ー
ラ

ゆ
た
か
な
映
画
を
見
た
と
き
に
は
心
が
な
ど
む
。

：
¥

を

璽篭恥

饗胸目

１
１３９
１

こ
れ
ら
を
出
か
せ
ぎ
連
中
が
見
て
知
っ

の
ま
だ
実
感
に
な
ら
ぬ
実
感
。
ふ
に
お

i霊蕊 灘議
侭
可

こ
の
映
画
の
フ
ァ
ー
ブ
リ
。
ゾ
ル
タ
ン
監
督
も
、
主
演
の
コ

ン
ッ
・
ガ
ー
ボ
ル
も
、
日
本
で
は
初
め
て
知
る
人
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
映
画
を
作
っ
て
い
る
こ
と

の
そ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
親
し
み
以
上
の
人
間
味
を
感
じ
、
絶
叫
と

ち
ぬ
年
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
、
そ
の
戦
争
へ
の
疑
問
。

ア
メ
リ
カ
映

名
と
は
思
え
そ
う
も
な
い
。
原
名
の
「
黄
金
の
沼
で
」
に
は
そ
の

黄
金
と
そ
の
沼
に
老
人
の
年
輪
と
輝
き
を
し
の
ぶ
。
そ
れ
が
〃
た

そ
が
れ
″
で
は
反
対
に
な
り
か
ね
ぬ
。

出かせぎ集団が見て知った「戦争」というものの、まだ実感にならぬ実感ｃ

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
怒
る
。
そ
し
て
こ
の
出
か
せ
ぎ
連
中
は
一
人

の
独
身
の
男
の
病
死
。
そ
の
葬
式
を
、
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
、
ド
イ

ツ
人
の
農
場
主
の
参
加
を
得
て
す
ま
せ
、
そ
の
死
者
の
給
料
を
く

に
に
送
っ
て
や
っ
た
。

秋
が
終
り
、
冬
の
訪
れ
。
九
人
の
出
か
せ
ぎ
連
中
は
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
田
舎
に
帰
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
帰
る
列
車
か
ら
別
れ
を
惜
し
む

か
の
よ
う
に
三
人
の
男
が
窓
か
ら
首
を
出
し
た
。
こ
の
三
人
の
首

を
出
し
た
別
れ
の
顔
が
バ
ツ
と
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
こ
の
三
人
、
く

に
で
は
こ
の
三
人
へ
の
召
集
令
状
が
来
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

×

い
さ
さ
か
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
り
す
ぎ
た
が
、
こ
こ
に
は
戦
争
が

こ
の
映
画
の
原
名
は
（
マ
ジ
ャ
ー
ル
）
。
マ
ジ
ャ
ー
ル
と
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
マ
ジ
ャ
ー
ル
。
ハ
ン
ガ
リ
ー

人
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
で
も
考
え
て
い
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

×

画
「
黄
昏
」
を
見
た
と
き
も
心
が
な
ど
む
。
あ
あ
い
い
な
あ
と
思

う
映
画
の
楽
し
さ
は
格
別
で
あ
る
。
し
か
し
「
黄
昏
」
は
い
い
題

オ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ポ
ン
ド

リ
ー
の
監
督
（
脚
本
も
こ

映
画
人
に
は
い
さ
さ
か
の

あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
描
か
れ
て
、
人

ン
ド
追
放
の
家
族
集
団
。

た
（
戦
争
）
と
い
う
も
の

え
い
た
ん
の
集
団
出
か
せ
ぎ
映
画
を
見
た
目
に
は
、
こ
の
ハ
ン
ガ
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八
７
Ｖ
小
野
の
お
っ
ち
ゃ
ん

メ
リ
ケ
ン
波
止
場
で
漁
船
の
廃
物
を
買
い
水
上
生
活
を
し
て
い

た
〃
神
戸
み
な
と
の
名
物
男
″
が
急
に
逝
く
な
っ
た
。
口
本
い
か

り
少
年
団
（
港
の
廃
品
回
収
叢
伺
の
子
や
水
上
生
涯
薯
の
子
供

を
集
め
て
港
の
清
掃
そ
の
他
の
奉
仕
精
神
を
教
育
す
る
目
的
の
少

年
団
）
の
小
野
の
お
っ
ち
ゃ
ん
こ
と
小
野
米
吉
さ
ん
（
七
十
二
才
）

で
あ
る
。
急
死
し
た
の
は
五
月
一
一
十
一
日
の
午
後
「
海
難
犠
牲
者

慰
霊
法
要
」
を
営
ん
だ
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
法
要

も
お
っ
ち
ゃ
ん
の
提
唱
し
た
も
の
で
、
毎
年
欠
か
さ
ず
三
十
二
年

間
も
営
ん
で
来
た
も
の
だ
っ
た
。

私
が
、
お
っ
ち
ゃ
ん
の
急
死
を
知
っ
た
の
は
新
聞
紙
上
だ
っ

た
。
何
気
な
く
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
ら
、
見
覚
え
の
あ
る
顔

写
真
に
ふ
と
目
が
と
ま
っ
た
。
小
野
の
お
っ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。
私

は
八
ま
た
、
お
っ
ち
ゃ
ん
が
何
か
を
〃
仕
出
か
し
た
″
の
か
な

‐
：
Ｖ
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
鎖
、
そ
れ
が
な
ん
と
死
亡
記
事
だ
っ
た

の
で
驚
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
が
、
つ
い
先
日
の
こ

と
、
私
が
神
戸
大
丸
さ
ん
で
「
高
橋
孟
懐
し
の
図
画
展
」
な
る
も

の
を
催
し
て
も
ら
っ
て
の
会
期
中
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
何
年
か
振
り

に
二
三
一
コ
と
会
場
の
私
の
前
に
や
っ
て
来
て
い
た
か
ら
で
あ
る

‘ト

ロロ

’
1４０
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が
、
茶
褐
色
の
艶
の
あ
る
顔
は
と
て
も
元
気
そ
う
で
、
ま
さ
か
、

十
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
死
ぬ
な
ど
思
え
な
か
っ
た
。

私
が
、
小
野
の
お
っ
ち
ゃ
ん
を
知
っ
た
の
は
、
神
戸
新
聞
に
入

社
し
て
間
も
な
く
の
時
で
、
論
説
委
員
室
で
漫
画
を
描
い
て
い
た

頃
で
あ
る
。
チ
ョ
ク
チ
ョ
ク
や
っ
て
来
て
い
た
お
っ
ち
ゃ
ん
は
、

誰
に
用
件
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
終
始
ニ
コ
ニ
コ
と
勝
手

に
喋
っ
て
勝
手
に
帰
っ
て
い
く
変
な
人
物
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

何
処
と
な
く
八
た
だ
者
で
は
な
い
Ｖ
と
い
う
雰
囲
気
を
標
よ
わ
せ

て
い
た
。
そ
の
時
か
ら
既
に
〃
名
物
男
″
だ
っ
た
の
だ
が
私
は
し

ら
な
か
っ
た
。
お
っ
ち
ゃ
ん
は
何
時
も
荒
唐
無
稽
と
思
う
よ
う
な

話
題
を
持
っ
て
来
て
は
み
ん
な
を
煙
に
巻
い
て
い
た
。
あ
る
と
き

は
、
開
口
一
番
、
「
も
う
さ
ん
、
船
が
山
に
登
っ
た
話
を
し
っ
と

る
か
…
」

と
い
う
。
「
知
ら
ん
」
と
答
え
た
ら
、
そ
こ
か
ら
漫
談
風
の
解

説
が
な
が
な
が
と
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
兵
庫
県
は
出
石

郡
出
石
町
の
小
坂
小
学
校
へ
「
山
の
子
供
達
に
海
洋
知
識
の
普

及
」
に
、
と
、
旧
海
軍
の
ラ
ン
チ
の
廃
艇
を
い
か
り
少
年
団
代
表

小
野
米
吉
が
も
ら
い
う
け
て
寄
贈
し
た
新
聞
記
事
と
し
て
現
れ
た

の
で
驚
い
た
。
又
、
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
も
開
口
一
番
、

「
も
う
さ
ん
、
わ
し
の
船
を
軍
艦
に
改
造
し
た
。
一
ぺ
ん
見
に
来

れ
ん
さ
い
漫
画
エ
ッ
セ
ィ
ノ
高
橋
孟
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c 兵ＺｌＤＧＺ３砂
小野のおっちゃん、サヨーナラ

し
て
い
る
様
子
で
あ
る
か
ら
第
七
艦
隊
で
完
成
す
る
ま
で
応
援
し

よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
日
、
ジ
ー
プ
で
材
料
が
来
る
、

工
作
兵
が
来
る
、
で
、
ま
た
た
く
間
に
完
成
し
、
ラ
イ
フ
誌
の
知

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
報
道
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
お
っ
ち
ゃ
ん
は
常

に
自
分
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
「
引
っ
掛
け
て

や
っ
た
…
」
と
笑
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
お
っ
ち
ゃ
ん
一
流
の

テ
レ
隠
し
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
日
米
合
作
の
軍
艦

が
出
来
上
り
「
日
米
親
善
の
役
目
を
し
た
」
と
い
う
の
も
自
慢
の

一
つ
だ
っ
た
。
お
っ
ち
ゃ
ん
は
非
凡
な
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
、
私

達
の
到
底
考
え
つ
か
な
い
事
を
常
に
考
え
て
い
た
し
、
実
行
し

た
。
そ
れ
も
徹
底
し
て
廃
品
利
用
の
才
能
を
発
揮
し
た
。
お
っ
ち

ゃ
ん
は
戦
後
大
阪
で
何
か
の
議
員
に
立
候
補
し
て
落
選
し
た
事
が

あ
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
も
し
、
政
治
で
そ
の
才
能
を
生
か
し
て

い
た
ら
大
き
く
社
会
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人

物
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

お
っ
ち
ゃ
ん
は
海
軍
の
先
輩
で
、
戦
中
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
物
資

の
輸
送
中
、
米
潜
水
艦
の
待
ち
伏
せ
に
逢
い
、
沈
没
、
運
よ
く
九

死
に
一
生
を
得
た
体
験
が
あ
り
、
毎
年
営
ん
だ
海
難
犠
牲
者
の
慰

霊
の
中
に
、
フ
カ
に
喰
わ
れ
て
死
ん
で
い
く
戦
友
を
目
撃
し
た
と

き
の
事
を
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

先
日
、
神
戸
新
聞
論
説
委
員
の
真
鍋
記
者
を
訪
ね
た
。
氏
は
戦

後
間
も
な
い
頃
、
小
野
の
お
っ
ち
ゃ
ん
を
紙
上
で
取
り
上
げ
た
、

い
わ
ば
お
っ
ち
ゃ
ん
の
言
う
〃
引
っ
掛
け
″
ら
れ
た
第
一
号
な
の

で
あ
る
。
人
を
喰
っ
て
悪
振
り
、
何
の
罪
亡
ぼ
し
な
の
か
、
他
人

の
世
話
ば
か
り
し
て
、
潮
が
引
く
よ
う
に
消
え
た
彼
に
、

「
い
や
あ
…
お
っ
ち
ゃ
ん
の
大
往
生
に
は
敬
服
し
た
、
あ
れ
は
大

物
や
な
ァ
…
参
っ
た
な
ァ
…
」
と
一
し
き
り
お
っ
ち
ゃ
ん
の
話
題

に
花
が
咲
い
て
、

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
各
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
自
分
の
死
亡
記

事
を
持
っ
て
八
ま
た
引
っ
掛
け
て
や
っ
た
ア
Ｖ
と
出
て
く
る
か
も

し
れ
ん
な
ァ
…
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
展
覧
会
場
へ
自
筆
の

「
港
の
名
物
男
の
懐
古
録
」
を
持
っ
て
来
た
彼
は
ま
だ
死
ん
だ
気

が
し
な
い
の
で
あ
る
。
小
野
の
お
っ
ち
ゃ
ん
サ
ョ
ー
ナ
ラ
。

ん
か
…
」
と
い
う
。
今
度
は
ラ
ン
チ
の
寄
贈
と
違
う
の
で
半
信
半

疑
で
聞
き
流
し
て
い
た
ら
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
ま
た
や
っ
て
来
た

、
、
、
、
、

「
も
う
さ
ん
、
ラ
イ
フ
（
米
国
の
グ
ラ
フ
雑
誌
）
を
引
っ
掛
け
た

っ
た
…
こ
れ
見
て
み
い
…
」
と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
開
い
た
。
ヘ
ー

ジ
に
は
、
お
っ
ち
ゃ
ん
の
顔
が
ど
ん
と
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
に
驚
い
た
。
そ
の
写
真
は
一
ペ
ー
ジ
を
さ
き
、
Ｖ
サ
イ
ン
で
敬

礼
し
て
い
る
ネ
イ
ピ
ー
ス
タ
イ
ル
の
お
っ
ち
ゃ
ん
、
バ
ッ
ク
に
は

軍
艦
旗
が
は
た
め
き
、
ご
自
慢
の
軍
艦
の
主
砲
に
ま
た
が
る
い
か

り
少
年
団
の
子
供
達
の
元
気
な
姿
が
あ
っ
た
。
私
は
、

「
へ
え
・
・
・
」
と
い
っ
て
口
を
あ
ん
ぐ
り
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
引

っ
掛
け
て
や
っ
た
と
い
う
そ
の
い
き
さ
つ
を
か
い
つ
ま
む
と
、
時

期
が
朝
鮮
戦
争
の
最
中
で
あ
っ
て
、
米
第
七
艦
隊
の
艦
艇
の
出
入

港
が
多
く
、
上
陸
す
る
米
兵
が
廃
品
で
建
造
中
の
〃
軍
艦
″
を
見

か
け
話
題
に
な
り
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
「
少
年
の
た
め
の
海
洋
知
識
の
普
及
と
あ
れ
ば
、
工
事
も
難
行
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団体お申込み…社団法人神戸港振興協会

( 上) シーメンズドール1 セット・￥４，０００

142

神戸国際
港湾博物館の

マリンショップで
神戸の香りを
おみやげに／

クールな
六甲山上のムーンライトで
この夏を……

〒6 5 O 神戸市中央区波止場町5 - 4 壷( 0 7 8 ) 3 9 1 - 6 7 5 1

灘区六甲山西谷山六甲オリエンタルホテル西1 0 0 ｍ
平日３: 0 0 Ｐ．Ｍ. ～9 : 0 0 Ｐ．Ｍ，
土曜日曜１２: 0 0Ｐ．Ｍ,～9 : 0 0Ｐ．Ｍ，

９月初めまで営業いたします
お問い合わせは●六甲ムーンライトT E L ､ 8 9 1 - 0 4 9 7

●三宮ムーンライトT E L ､ 3 3 1 - 0 8 8 6

神戸国際港湾博物

ＫＯＢＥＰＯＲＴＰＲＯＭＯＴｌＯＮ; ＡＳＳＮ

館

(左より)アンカー(大)・
￥１，０００ペーパー
ナイフ･ ￥１，２００ア
ンカー( 小) ･ ￥６００卓
上ベル･ ￥８００風見
鶏キーホルダー・￥５
００ドールキーホル
ダー･ ￥５００

■営業時間
9:00-21:00(８月22:００まで）
■入場料
くタワー・博物館共通〉
大人4 0 0 円・高校生2 5 0 円
小中学生1 5 O 円
く博物館のみ〉
高校生以上2 0 0 円
小･ 中学生1 0 0 円

譲
卵
鰯
灘

１
１
幸

レストラン

六甲ムーンライト

第４回ポﾄ ﾙ ｼ ｯ ブ神戸展
一製作の秘密をアナタに公開一

同展は瀦月) ～鍬日) 博物館ロビーで

六甲山上からの素晴しい眺望と
ムーンライト特選の料理をお楽しみ下さい

なお、席数が限られていますので、
ご予約をいただければ幸いです。
また、パーティなどの場合には
ご相談を承っております。
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夏には逓適のデザート

ろ
。
メ
ニ
ュ
ー
を
開
く
と
先
ず

び
っ

ファッショナブルなお店

色
の
パ
ッ
ク
に
入
っ
た
ヨ
ー
グ

天
然
イ
チ
ゴ
、
し
ぼ
り
た
て
し

ｌ
キ
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ
ー
キ
は

モ
ン
果
汁
を
生
か
し
て
フ
レ
ッ

ル
ト
ケ
ー
キ
と
レ
ア
チ
ー
ズ
ケ職

１
１４３
１

扇電謬隷←. 、－
は
別
種
類
以
上
の
香
辛
料
が

ブ
レ
ン
ド
さ
れ
、
ま
さ
に
絶
妙

飲
食
業
を
や
っ
て
い
る
お
客
が
嬢
明るいおばさんも人気者

瀞鴬腎

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

ア
メ
リ
カ
ン
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

コ
ン
パ
ス

＄
火
嘆
営
町
３
丁
目
準

大
西
ピ
ル
２
Ｆ

倉
２
４
２
１
１
２
３
６

音
楽
の
世
界
は
１
９
６
０

年
代
が
復
活
。
加
納
町
３
丁

目
交
差
点
か
ら
東
へ
２
０
０

脚
、
海
皇
の
あ
る
ピ
ル
（
大

西
ピ
ル
〉
２
Ｆ
の
ラ
ウ
ン
ジ

一
コ
ン
パ
ス
」
で
は
、
店
内

を
改
装
し
、
６
０
年
代
の
ア

メ
リ
カ
の
雰
囲
気
。
も
ち
ろ

ん
音
楽
も
マ
ス
タ
ー
の
阪
本

完
二
さ
ん
ら
に
よ
る
〃
６
０

年
代
の
ア
メ
リ
カ
〃
。蕊

アメリカがいっぱい

店
内
の
装
飾
に
も
エ
ル
ビ

ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
ら
、
当
時

の
ス
タ
ア
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト

や
、
忘
れ
か
け
て
い
た
シ
ン

グ
ル
レ
コ
，
‐
Ｆ
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
貼
り
つ
け
ら
れ
、

見
て
い
る
だ
け
で
青
春
が
よ

み
が
え
っ
て
く
る
。

こ
ん
な
雰
囲
気
に
は
、
ハ

イ
ボ
ー
ル
が
よ
く
似
合
う
？
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の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
広
く
国
際
友
好
・
親
善
を
進

め
る
た
め
に
、
今
年
か
ら
貿
易

観
光
課
で
国
際
親
善
週
間
が
実

施
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
弾
と
し

て
４
月
羽
日
か
ら
５
月
鯛
日
ま

で
ド
イ
ツ
週
間
の
行
事
が
大
阪

・
神
戸
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総

領
事
館
、
大
阪
ド
イ
ツ
文
化
セ

１
１４４
１

☆
コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

満
喫
さ
せ
た
シ
ョ
ー

第
加
回
コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ェ
ア
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

っ
て
、
６
月
５
日
神
戸
国
際
会

館
大
ホ
ー
ル
で
シ
ョ
ー
が
催
さ

れ
た
。
第
１
部
は
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

籾
の
入
賞
作
品
が
紹
介
さ
れ
、

第
２
部
は
、
パ
ー
ル
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
、
ア
シ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ッ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
Ｋ
Ｆ
Ｃ
創
作

発
表
の
綿
の
西
脇
ア
ワ
ー
、
と

合
成
皮
革
の
ク
ラ
レ
ソ
フ
リ
ナ

ア
ワ
ー
、
伽
秋
冬
そ
ご
う
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
モ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
そ
の
後
、
Ｋ
Ｆ
Ａ

の
犯
社
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
カ
ジ

ュ
ア
ル
、
エ
レ
ガ
ン
ス
に
分
け

1 …◆軸③開侭⑤ウ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

蕊

- ＝= ｑＺ塞一

コンテスト受賞作品

福
祉
講
座
に
ご
参
加
を
／

毎
年
夏
に
本
運
動
が
開
い
て
い
る
講

座
で
、
本
年
の
「
第
十
回
市
民
の
福
祉

講
座
」
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
あ

な
た
も
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
テ
ー
マ
ち
え
お
く
れ
の
問
題
を
み

ん
な
の
も
の
に

○
日
時
七
月
二
十
五
日
（
日
）

九
・
四
五
’
十
五
・
四
○

○
場
所
神
戸
市
勤
労
会
館

（
三
宮
駅
す
ぐ
東
）

○
定
員
三
百
名
申
込
み
先
着
順

○
参
加
料
千
円
中
高
校
生
五
百
円

○
日
程
九
・
四
五
受
付

一
○
・
二
○
講
演
「
医
学
か
ら
み
た
障

害
児
の
療
育
」

大
浦
敏
明
先
生
（
砂
子
疲
育
園
長
）

映
画
「
小
さ
な
輪
、
大
き

な
輪
」

一
・
五
○
講
演
「
こ
の
子
ら
と
Ｉ
わ

た
し
の
歩
ん
で
き
た
道
」

昇
地
三
郎
先
生
（
し
い
の
み
学
園
長
）

○
展
示
・
即
売
障
害
児
教
育
・
福
祉

関
係
図
書
と
福
祉
に
役
立
つ
切
手

○
手
話
通
訳
手
話
サ
ー
ク
ル
と
こ
ろ

○
幼
児
・
障
害
児
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
す
ぎ
の
子
の
協
力
で

無
料
申
込
時
に
申
出
の
こ
と
。

○
対
象
福
祉
・
障
害
児
問
題
に
関

心
を
も
つ
す
べ
て
の
人
び
と
。

○
後
援
朝
日
新
聞
大
阪
厚
生
文
化

事
業
団
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業

団
大
阪
支
所
・
神
戸
市
社
会
福
祉

協
議
会
・
こ
う
ぺ
市
民
福
祉
振
興

協
会
・
神
戸
新
聞
厚
生
事
業
団
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
兵
庫
ビ
ュ
ー

ロ
ー
（
あ
い
う
え
お
順
）

○
申
込
み
問
合
せ
左
記
ま
で

震
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

細
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

衝
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

て
、
作
品
を
発
表
し
た
。

各
社
と
も
パ
ン
ッ
ル
ッ
ク
が

目
立
ち
、
ニ
ッ
ト
の
ビ
ッ
グ
コ

ー
ト
や
華
や
か
な
ブ
ラ
ウ
ス
と

の
組
み
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
。

ロ
コ
ン
テ
ス
ト
上
位
入
賞
者
Ⅱ
ハ
イ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
大
賞
難
波
慶
子
／
金
賞
入
江
祐

子
／
銀
賞
近
衛
行
麿
・
藤
原
千
寿
子

☆
国
際
親
善
週
間
の
第
一
弾
に

神
戸
・
ド
イ
ツ
週
間
開
催
／
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
で
開
催
さ

れ
た
。
ホ
ル
ス
ト
・
セ
ン
セ
ン

芸
術
ポ
ス
タ
ー
展
、
シ
ユ
ト

ッ
ト
ガ
ル
ト
・
ラ
ジ
オ
・
ブ
ラ

ス
ト
リ
オ
金
管
三
重
奏
の
夕

べ
、
ド
イ
ツ
観
光
と
物
産
展

（
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン
）
な
ど
、

現
代
ド
イ
ツ
の
姿
を
文
化
・
芸

術
。
物
産
等
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
紹
介
。
以
後
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
な
ど
各
国
と
の
親
善
行
事
が

順
次
行
わ
れ
る
予
定
。

☆
日
本
で
初
の
ゴ
ル
フ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
遂
に
誕
生

本
誌
５
月
号
に
て
紹
介
し
た

日
本
ゴ
ル
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

こ
の
程
完
成
。
５
月
皿
日
に
関

係
者
多
数
を
集
め
て
開
館
式
が

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
ゴ
ル
フ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
日
本
ゴ
ル
フ

さんちかでのテープカット

協
会
（
乾
豊
彦
会
長
）
創
立
弱

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
ゴ
ル

フ
の
最
古
の
書
籍
を
集
め
た
西

村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
初
期
の
ク

ラ
ブ
、
ポ
ー
ル
な
ど
貴
重
な
２

千
点
の
資
料
を
展
示
し
た
も
の

で
、
広
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
横
に
設
け
ら
れ
て

い
る
。

ゴルフミュージアム館内
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爵

開
会
式
の
当
日
は
、
史
料
委

員
長
を
つ
と
め
た
摂
津
茂
和
さ

ん
を
始
め
、
東
京
か
ら
も
多
数

の
参
加
を
み
た
が
、
乾
会
長
が

謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
記
念
植
樹
が
行
な
わ

れ
た
。
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
単

独
の
博
物
館
と
し
て
は
世
界
３

番
目
、
５
月
妬
Ｒ
か
ら
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
。

口
三
木
璽
藁
町
広
野
７
－
３
広
野
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
念
０
７
９
４
８
１
５
１
０
１
２

３☆
グ
ル
ー
プ
Ｗ
展
覧
会
開
催

パ
リ
の
版
画
工
房
、
ア
ト
リ

エ
Ⅳ
で
、
ヘ
イ
タ
ー
の
技
法
並

び
に
理
論
を
学
ん
だ
日
本
人
作

家
た
ち
が
、
神
野
立
生
さ
ん
、

松
谷
武
判
さ
ん
を
中
心
に
集
ま

り
、
グ
ル
ー
プ
Ⅳ
と
し
て
企
画

し
た
展
覧
会
が
、
大
阪
府
立
現

代
美
術
セ
ン
タ
ー
で
５
月
型
日

ｌ
鯛
日
ま
で
開
か
れ
た
。
ヘ
イ

タ
ー
の
技
法
と
は
一
版
多
色
刷

り
と
い
う
独
得
の
も
の
で
、
世

界
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
「
ア
ト
リ
エ
Ⅳ
は
、

各
国
の
人
々
と
ヘ
イ
タ
ー
を
通

じ
て
の
人
間
的
な
触
れ
合
い
を

持
て
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
」

ファンと掴手するブラジリエ

鶴鶏 !;蕊鍵ｉ鷲

会場にて／右端が松谷さん

，兵力群Ｉ斗蝿蝉蝿． . , , と
松
谷
さ
ん
。
展
覧
会
は
今
後

も
定
期
的
に
行
な
う
予
定
だ
。

な
お
ヘ
イ
タ
ー
の
技
法
は
西
宮

の
ア
ト
リ
エ
凹
凸
（
代
表
者
神

野
立
生
さ
ん
）
で
指
導
し
て
い

る
。ア

ト
リ
エ
凹
凸
／
〒
噸
西
宮
市
今
津
曙
町

遮
１
２
曙
コ
ー
ポ
５
．
６
Ｆ
衝
０
７
９
８

１
２
３
１
２
６
２
９
入
会
金
１
万
５
千
円

☆
世
界
の
巨
匠

ブ
ラ
ジ
リ
エ
初
来
神

一
連
の
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品

で
日
本
に
も
フ
ァ
ン
の
多
い
フ

ラ
ン
ス
の
画
家
、
ア
ン
ド
レ
・

ブ
ラ
ジ
リ
エ
が
初
来
神
。
５
月

鯛
、
型
の
両
日
、
神
戸
国
際
会

議
場
で
展
覧
会
を
開
い
た
。
兵

庫
ほ
る
ぶ
と
海
文
堂
書
店
の
企
め
、
館
長
に
は
若
い
実
方
克
幸

画
に
よ
る
が
、
会
場
で
は
購
入
さ
ん
が
当
た
る
。
「
本
当
に
楽

者
に
ブ
ラ
ジ
リ
エ
が
直
接
サ
イ
し
か
っ
た
と
感
じ
て
貰
え
る
内

ン
を
し
た
り
、
ワ
イ
ン
の
サ
ー
容
の
も
の
を
出
し
た
い
」
と
実

ビ
ス
が
あ
る
な
ど
、
し
ゃ
れ
た
‐
方
さ
ん
は
意
欲
満
々
だ
。

も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
釦
玩
“
”
愉
癖
〉
詣
狛
ぃ
哩
叫
嘩
准
穂
釧

リ
エ
は
大
の
日
本
び
い
き
で
榊
Ｍ
年
中
無
休
、
入
館
料
３
０
０
円
（
．

年
に
は
東
山
魁
夷
画
伯
と
日
本
－
ヒ
ー
ま
た
は
記
念
品
つ
き
）

各
地
を
旅
行
。
〃
阿
蘇
を
駆
け
☆
花
の
詩
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

る
馬
″
と
い
う
作
品
も
あ
る
ほ
植
田
美
江
Ｆ
ｏ
Ｄ
展

ど
。
会
場
は
ブ
ラ
ジ
リ
エ
の
や
５
月
肥
ｌ
訓
日
、
兵
庫
県
民

さ
し
い
詩
情
に
満
ち
た
作
品
世
会
館
特
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
植
田

界
を
愛
す
る
日
本
の
フ
ァ
ン
で
美
江
さ
ん
が
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

☆
１
９
２
０
年
代
の

ア
メ
リ
カ
を
北
野
に
再
現

７
月
初
め
、
公
開
異
人
館

「
ア
メ
リ
カ
館
」
が
開
館
す
る

ア
メ
リ
カ
館
は
今
ま
で
の
も
の

と
は
一
味
違
っ
た
趣
向
で
、
１

９
２
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
庶

民
の
生
活
（
調
度
品
や
衣
服
）

を
そ
っ
く
り
再
現
す
る
。
士
、

日
曜
日
な
ど
に
は
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
展
開
す
る
予
定
で
、
一

方
で
は
、
外
人
を
混
じ
え
て
の

パ
ー
テ
ィ
な
ど
に
も
利
用
で
き

る
。
考
古
学
専
門
家
の
Ｊ
・
グ

ラ
ッ
ク
さ
ん
が
名
誉
館
長
を
勤アメリカ館冒

蝿

蕊箪

南係しい恵食婦いか食料

蕊蕊謬; ：
ｉ・磯撚蕊灘諾

こ
れ
は
日
系
米
人
に
よ
る
初
の
文
芸

透
書
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日

本
語
文
芸
の
流
れ
に
は
、
『
鉄
柵
』
（
戦

時
中
、
ツ
ー
ル
・
レ
ー
キ
隔
離
所
で
終

戦
ま
で
、
号
刊
行
）
←
「
十
人
会
」
（
ｐ

Ｋ
で
結
成
さ
れ
た
寺
釜
云
人
の
月
例
会
）

←
『
南
加
文
芸
』
（
稲
年
発
刊
）
と
い

う
系
譜
が
あ
る
。
同
書
は
、
「
ア
メ
リ
カ

の
風
土
に
生
き
た
日
系
人
の
、
生
活
の

周
辺
や
精
神
の
塗
を
、
率
直
に
、
素
朴
な

方
法
で
表
現
し
た
も
の
」
（
解
説
よ
り
）

だ
が
、
巾
広
く
読
ん
で
欲
し
い
書
で
あ

る
。
（
れ
ん
が
書
房
新
社
）

１
１４５
１

図
書

ガ
イ
ド
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理
由
は
、
空
港
設
備
と
ア
ク
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。

１
１４６
１

花
／

時計
≦膳、

鍵
六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
寅
川
延
若
丈
が
、
芸
術
陸
諺
受
蛍

さ
れ
、
社
戸
井
頓
会
で
は
、
そ
の
喜
び

を
共
に
と
、
６
月
調
恩
生
田
袖
社
会
館

で
お
祝
い
の
会
が
側
か
れ
ま
し
た
。

★
詩
人
の
小
林
武
雄
さ
ん
が
、
本
年
弛

才
の
寿
肺
を
得
ら
れ
た
の
を
期
に
”
有

年
の
公
職
を
４
月
末
で
退
か
れ
〃
そ
の

永
年
の
業
績
を
た
た
え
る
会
〃
６
月
狸

同
夜
、
大
丸
神
戸
店
７
Ｆ
で
開
か
れ
ま

し
た
。

☆
神
戸
崇
具
業
界
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

た
永
川
良
介
商
店
の
永
田
良
一
郎
氏
が

藍
綬
褒
章
を
叙
勲
さ
れ
祝
う
会
が
６
月

記
日
生
田
袖
社
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た

★
安
藤
義
則
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
エ
リ
バ

ン
ド
が
そ
の
音
楽
福
祉
活
動
が
め
ざ
ま

し
く
恥
・
く
す
の
き
貧
．
』
を
受
宜
。
６
月

８
円
サ
ン
ト
ノ
，
・
し
北
野
店
で
祝
狸
パ

．
，
テ
ィ
が
。

★
堕
月
蕊
佐
さ
ん
の
株
式
会
社
望
月
排

芸
術
院
／
株
式
会
社
鳳
英
社
／
望
月
美

佐
の
会
が
、
神
戸
事
務
所
を
閉
鎖
。
４

月
溺
日
か
ら
本
社
住
所
が
〒
”
神
戸

市
兵
庫
区
氷
室
町
２
丁
目
郡
Ｉ
調
奮
叩

（
副
７
０
８
４
代
表
に
統
合
さ
れ
表

し
た
。

☆
丸
山
印
刷
株
式
会
社
（
丸
山
茂
社
長
）

が
、
神
戸
営
莱
部
改
築
の
た
め
仮
那
務

所
へ
移
転
し
ま
し
た
。
〒
卸
中
央
区
江

戸
町
（
高
砂
ｒ
ル
４
Ｆ
〉
溝
叩
（
鞭
）

２
２
９
２

★
画
家
の
松
岡
寛
一
一
回
伯
が
、
６
月
８

Ｈ
朝
、
肺
炎
の
た
め
神
戸
市
民
病
院
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
兵
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

★
楠
本
森
吉
氏
が
、
自
由
現
代
社
か
ら

〃
食
べ
る
楽
し
み
旅
す
る
楽
し
み
〃
を

上
梓
さ
れ
ま
し
た
。
日
木
の
中
の
人
と

味
と
風
土
と
の
出
会
い
を
求
め
た
珠
玉

の
紀
行
文
集
で
す
。
・
○
○
○
円

★
カ
メ
ラ
マ
ン
の
井
川
宏
之
さ
ん
が
新

谷
蕊
紀
夫
妻
の
媒
酌
に
よ
り
、
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
衝
門
聖
さ
ん
と

結
婚
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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；

147

ハ イセンスな紳士服で
最高のおしゃれを

識電 i …燕

灘 溌撫

闇

&蕊

守

蕊』．

三恵洋服店
神戸･元町４丁目竃( 0 7 8 ) 3 4 1 - 7 2 9 0

＃

刀剣古美術

篭霞

博溌§

鐸蕊鍵箪箪蕊鍵 鴬
』

葵文銚子宣対( 江戸末〉
鱗“1 0 0 , 0 0 0

毎月2 0 日無料鑑定
研磨、白サヤ、その他工作
お支払いに便利なローンをご利用下さい。

兵庫県美術刀剣商組合事務局

刀剣の圏賜閣砺
神戸市中央区元町通6 丁目６番3 号

三越百貨店東へ1 5 0 ｍ商店街山側
ＴＥＬＯ７８－３５１－ＯＯ８Ｉ
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一

羅 羅 ｡ - 〃羅廼錨一一一字種一一一ー ｡ "

Ⅳ
６
』
Ｆ
段
塵
．
．
．

。
■
唖
。
Ｒ
寓
同
廓
ロ
ロ
５
．
貝
，
ロ
ロ
齢
同
岡
内
・
で
Ｊ
巳
・
塞
臆
‐
Ｉ
‐
１
１
１
０
苑
・
罪
臨
闘
献
■
回
岡
目
回
阿
目
陣
ト
ー
１
１
’
聡
吟
‐
‐
酔
低
凹
日
㎡
＆
ｆ
》
“
１
Ｆ
即
険
、
聴
暗
知
ｂ

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
’
一

一
一
神
戸
百
店
会
至
蕊
一

植
草
富
士
子
さ
ん
と
大
布
孝
子

さ
ん
が
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

き
た
い
出
産
準
備
と
、
同
社
で

新
し
く
始
め
た
ベ
ビ
ー
・
シ
ャ
ワ

ー
制
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。

ま
た
同
社
の
女
子
社
員
が
モ

デ
ル
に
な
っ
て
の
マ
タ
ー
ー
テ
ィ

シ
ョ
ウ
も
開
か
れ
、
浦
落
た
小

花
の
プ
リ
ン
ト
柄
や
妊
婦
で
な

く
て
も
着
た
く
な
る
よ
う
な
ワ

★
み
よ
し
や
絢
燭
の
美
誘
っ
た
。
ン
ピ
，
久
が
多
く
、
若
い
ミ
セ

「
琳
派
百
図
展
」
布
引
、
北
野
の
間
で
は
、
第
ス
た
ち
の
目
を
集
め
て
い
た
。

あ
の
光
琳
の
八
シ
橋
に
花
菖
一
同
碁
匠
展
と
留
袖
式
服
展
も
☆
都
会
的
エ
レ
ガ
ン
ス
を

蒲
の
色
留
袖
と
か
、
紅
白
梅
図
開
か
れ
て
、
名
匠
の
技
術
の
粋
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
へ

扉
風
を
思
わ
せ
る
光
琳
百
花
の
を
披
露
し
た
。
３
月
中
旬
に
新
装
オ
ー
プ
ン

し
た
マ
ス
ヤ
さ
ん
プ
ラ
ザ
店
に

明
る
い
サ
マ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ンマスヤさんプラザ店

が
多
彩
に
揃
っ
て
い
る
。
「
綿
、

麻
な
ど
自
然
素
材
が
中
心
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
な
色
を
些
本
に
し

た
、
ヘ
ル
シ
ー
な
感
覚
の
も
の

が
こ
の
夏
の
主
流
」
と
の
こ
と

都
会
的
な
エ
レ
ガ
ン
ス
を
も
つ

ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
生
田
の
問
で
開
東
条
伸
平
教
授
が
妊
娠
中
の
医
た
阪
神
問
の
お
嬢
さ
ん
を
対
象

い
た
第
二
回
展
だ
が
、
日
本
の
学
上
の
問
題
に
つ
い
て
講
演
、
に
し
た
さ
ん
プ
ラ
ザ
店
独
自
の

伝
統
美
を
生
か
し
た
好
企
両
に
第
一
一
部
は
フ
ァ
ミ
リ
ァ
の
主
催
個
性
的
な
商
品
構
成
が
若
い
女

き
も
の
フ
ァ
ン
を
夢
の
世
界
に
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ァ
応
町
本
店
の
性
た
ち
の
間
で
好
評
を
呼
ん
で

一一一

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

☆
株
式
会
社
ド
ン
ク
仙
台
店
が
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
剛
祁
の
広
さ
の

イ
・
‐
ス
タ
ー
ベ
ー
カ
リ
・
方
式
の
お
鱈

で
す
。
パ
ン
が
主
体
で
、
神
戸
か
ら
パ

ン
の
技
術
者
が
、
東
京
か
ら
お
菓
子
の

技
術
者
が
派
適
さ
れ
、
仙
台
に
ド
ン
ク

フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
住
所
は

仙
台
市
巾
央
１
１
，
１
ｍ
ア
ム
ス
西
武

仙
台
Ｂ
１
茸
（
０
２
２
２
）
２
３
１
５

７
８
３

☆
７
月
亜
目
【
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
、

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
３
Ｆ
「
卿
子
の

間
」
で
〃
か
み
な
り
オ
ヤ
ジ
の
今
が

が
開
か
れ
ま
す
。
ガ
ッ
シ
石
松
さ
ん
、

三
洲
道
明
師
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
、

楽
し
い
講
演
が
あ
り
ま
す
。
２
，
０
０

０
円
（
お
み
や
げ
付
》

８
月
７
Ｈ
（
土
）
、
８
口
（
日
）
、
一
一
１

．
・
ポ
‘
・
ト
ホ
テ
ル
３
Ｆ
宴
会
場
に
て
、

恒
例
の
「
納
涼
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
入
場
券
は
３
，
０
０
０
円
（
金

券
２
，
５
０
０
円
含
む
）
金
魚
ず
う
、
い

ど
じ
ょ
う
す
く
い
、
ョ
‐
，
ョ
‐
つ
り
な

ど
の
楽
し
い
ゲ
・
・
ム
。
た
こ
や
き
、
綿

菓
子
、
ホ
テ
ル
特
産
紬
駁
売
、
雑
貨
、

核
木
、
虫
の
市
も
あ
り
、
ご
察
族
揃
竜

て
夏
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
お
問
合
せ
は
雷
２
３
１
．
．
４

１
７
１
・
吉
田
ま
で
。

★
嘘
ミ
キ
モ
ト
一
塁
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

６
月
遁
日
’
四
間
、
梅
川
・
新
阪
急
ピ

ル
ー
階
ミ
キ
モ
・
・
・
に
て
開
催
。
小
麦
色

に
陽
や
け
し
た
肌
に
似
合
う
ジ
ュ
エ
リ

ー
、
今
流
行
の
銀
と
狛
金
を
コ
ン
ピ
ネ

Ｉ
シ
ョ
ン
レ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
、
夏

の
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
多
数
詔
介
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
倉
品
光
隆
さ
ん
撮

影
に
よ
る
一
船
の
写
真
展
、
、
曽
嗣
」

が
闘
か
れ
、
七
つ
の
海
を
舞
台
に
美
し

い
船
を
難
っ
た
、
そ
の
雄
大
で
ロ
マ
ン

い
船
を
毅
っ

あ
ふ
れ
る
映

火
好
評
で
し

★
カ
ス
カ
ー

．
・
ル
」
が
新

刊
サ
ム
タ
イ

お
薬
子
の
作 映

像
は
と
て
も
業
晴
ら
し
く

旬
サ
ム
タ
イ
ム
』
に
。
パ
ン
の
情
報
、

お
薬
子
の
作
り
方
な
ど
、
た
っ
ぷ
り
と

掲
戦
さ
れ
第
１
号
が
お
目
見
え
し
て
い

ま
す
。
値
例
の
カ
ス
カ
ー
ド
レ
デ
ィ
が

決
定
し
ま
し
た
。
尾
門
淳
子
、
千
田
明

りムしドた
方；‐< の。

鴬
諏
紙
「
ジ
ョ
イ
メ

生
ま
れ
か
わ
具
．
」
、

に
。
パ
ン
の
挫
哩
簿

な
ど
、
た
っ
ぷ
り
と
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美女ぞろいのグループです

[］

い
る
。真

白
な
壁
に
囲
ま
れ
た
酒
落

た
店
内
に
色
彩
り
美
し
く
飾
ら

れ
て
お
り
、
特
に
ブ
ラ
ウ
ス
、

セ
ー
タ
ー
、
ス
カ
ー
ト
類
が
豊

富
な
の
が
嬉
し
い
。

回
さ
ん
プ
ラ
ザ
店
茜
３
９
１
１
２
７
６
９

☆
北
野
坂
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

女
性
グ
ル
ー
プ
素
描
展

北
野
坂
の
神
戸
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
５
月
躯
日

か
ら
帥
日
ま
で
の
６
日
間
、
山

手
造
形
美
術
研
究
所
デ
ッ
サ
ン

教
室
女
性
グ
ル
ー
プ
素
描
展
が

シ
キ
ー
を
学
ん
で
い
る
女
性
グ

ル
ー
プ
（
上
山
八
洲
子
、
東
美

樹
、
里
見
章
子
、
元
井
瞳
、
山

本
多
津
美
、
永
井
真
理
子
、
筈

井
玲
子
、
小
泉
一
十
三
）
が
描

い
た
個
性
あ
ふ
れ
る
力
作
弱
点

が
展
示
さ
れ
た
。
「
女
性
が
女

性
を
描
く
、
と
い
う
こ
と
が
今

回
の
特
徴
。
同
じ
モ
デ
ル
を
み

ん
な
が
描
い
て
も
、
表
現
は
す

べ
て
異
な
り
個
性
が
発
揮
さ
れ

て
楽
し
い
で
す
よ
」
と
新
谷
さ

ん
。
作
品
発
表
を
ス
テ
ッ
プ
に

大
い
に
飛
躍
し
て
ほ
し
い
。

鴬

蕊i 灘蕊蕊蕊

新製品コーナー

唖
鑑 鱗 鱗；総；開

か
れ
た
。

講
師
の
新
谷
英
子
さ
ん
の
も

と
で
熱
心
に
デ
ッ
サ
ン
や
ク
ロ

子
、
井
上
佳
織
、
富
士
原
利
江
、
大
岡

佳
江
、
伊
藤
ひ
と
み
さ
ん
の
６
名
で
す

●コンチネンタルブレンド新発売
ＵＣＣ上島劫I 排本社よりインスタントコーヒー、コンチネンタルブレン
ドが新発売されました。コンチネンタルブレンドは、コクが深く、水に溶
けやすいアグロマート頼粒。アイスコーヒーにぴったりで、もちろんホッ
トコーヒーでも美味しく味わえます。
ガラス容器にブルーのラベルが美しく、内容量は１本1 0 0 1 、標準小売価

格は８５０円。今年の夏は、手軽に本格的アイスコーヒーが楽しめますね。
サマーギフトにも最適です。

☆
来
春
、
南
京
町
に

新
ス
ペ
ー
ス
誕
生

６
月
”
日
、
南
京
町
の
楼
門

が
完
成
。
８
メ
ー
ト
ル
幅
の
陶

板
タ
イ
ル
敷
の
歩
行
者
専
用
道

路
が
整
備
さ
れ
、
中
国
情
緒
あ

ふ
れ
る
ラ
ン
タ
ン
も
設
置
さ
れ

た
。
目
下
、
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
広
場
「
チ
ャ
イ
ナ
プ
ラ

ザ
」
（
３
０
０
㎡
）
西
隣
に
、

来
年
３
月
イ
ク
シ
マ
ヤ
が
テ
ナ

ン
ト
ピ
ル
「
Ｉ
ピ
ル
」
（
仮
称
）

を
新
築
す
る
。

鉄
筋
４
階
建
、
１
Ｆ
・
２
０

５
㎡
、
２
Ｆ
・
２
４
４
㎡
、
３

Ｆ
・
２
４
４
㎡
、
４
Ｆ
・
２
１

６
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
ち
、
モ

ザ
イ
ク
調
の
装
飾
を
し
た
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
ビ
ル
が

で
き
る
。
現
在
、
テ
ナ
ン
ト
を

募
集
中
、
詳
し
く
は
イ
ク
シ
マ

ヤ
唇
３
３
１
１
２
４
１
５
ま
で

璽翻

●
元
町
通
２
丁
目
に
あ
る
宝
飾
店
タ
ジ

マ
の
田
島
政
雄
社
長
が
、
５
月
鵡
日
逝

去
さ
れ
、
虹
日
、
束
極
楽
寺
に
て
社
葬

の
儀
が
と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
謹
し

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


